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受ける影響の評価が行われている（Turner, 1990; 1991; Mertens, 1991; Zasloff and Kidd, 1994; 
















第 1章 日常的な人と猫の関わり方の調査と人から猫への愛着に関与する関わり方の抽出 
第 1 節 緒論 
愛着は幼児と母親の間で取り交わされ、個体間の関係性の根本をなすものであり、母子
間の絆は愛着を介して形成される（Bowlby, 1969）。愛着は人と動物の間でも生じ、人と犬
の間には愛着を介した絆形成の存在が明らかとなっている（Nagasawa et al., 2015）。人と猫
においては、猫への愛着が高い飼い主は飼育放棄することが少ないことが報告されており
（Karsh and Turner, 1988）、生理学的検証は乏しいものの、愛着を介した絆の存在が指摘され
はじめている。このことから、人と猫の両者の情緒的絆の形成に重要な愛着に着目した。
愛着は本来、ケアを受ける者からケアを与える者に対して生じるが、成人の男女間や幼児、
高齢者に対しても存在することがいわれている（Barbaro et al., 2016; Gitlin et al., 2016）。ま











の愛着に関連すること（Adamelli et al, 2005）、猫が遊び好きであることや、人や他の動物に
社交性があること、猫の親和行動（具体的な行動は示されていない）が愛着に正の関係が

















第 2 節 方法 
調査期間 






から収集し 602 部の回答を得た。 
 
質問紙 
調査項目は 4 部構成であり、第一部は猫の年齢や性別などの基本情報 17問、第二部は「猫
に話しかけるか」、「猫は近づいてくるか」などの猫と飼い主の普段の関わり方について 21
問、第三部は飼い主の猫に対する愛着 34問、第四部は年齢や性別などの飼い主自身の基本



















































































る」は 61％であった。「普段猫が近づいてくる」は 98％、「猫が擦り寄ってくる」は 95％、
「猫が飼い主を見る」は 98％、「猫が飼い主を見て鳴く」は 97％、「猫は飼い主の近くにい
る」は 90％、「猫が喉を鳴らす」は 95％、「猫はなでられるのが好き」は 90％、「猫は抱っ
こが好き」は 49％、「猫は遊ぶ」は 86％、「猫と目が合う」98％、「飼い主のあとをついて
くる」は 88％、「猫はおやつを食べる」87％、「お手などの芸をする」は 14％、「猫に話し
かける」は 99％であった（Fig. 1）。 
 交流時間で最も多かった時間は 1時間以上 2時間未満（31%）であり、次いで 1時間未満








































Fig. 1 普段の関わり方の様子（割合） 


























回答者の 93％が女性であり（Table 8）、年齢は 30代、40 代が 69％を占めていた（Table 9）。
地域の多くは関東地方に集中しており、東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県が 53％を占め
ていた。家族構成は 1人 21％、2人 36％、3人 18％、4人 13％、5人以上 7％であり 2人暮
らしが最も多かった（Table 10）。飼育頭数は 1頭 52％、2頭 30％、3頭 8％、4頭 3％、5～

































































変数 β      t P
猫をなでる 0.41 11.260  < 0.001
猫の要求を受け入れる 0.16 4.402  < 0.001
交流時間 0.10 2.978  < 0.01
猫がそばにいる 0.09 2.393  < 0.05
猫がトイレを使用する 0.08 2.496  < 0.05
コマンドによる交流 0.08 2.379  < 0.05





係があった（rs = 0.32, p < 0.0001）。また「交流時間」と「猫との関係の満足度」にも正の相




























































る（Borchelt, 1991; ビーバー, 2009）。また不安なときに、自分のにおい付けをして安心する




Crowell-Davis, 2001; Heath, 2001）。この問題がないことは、飼い主の猫への愛着に正の影響
があることが考えられる。 
犬と飼い主との関係の改善を目的とした研究では、行動修正と服従訓練を行うことで関


























第 2章 猫をなでることによる人のストレス緩衝作用 
第 1 節 緒論 
 第 1 章で猫をなでることは日常的な関わりの中で多く行われており、飼い主の猫への愛
着と正の関係があることが明らかとなった。 
 ペットをなでることを含んだ交流は、血圧と心拍数の減少をもたらすことが報告されて
おり（Allen et al., 2002; Handlin et al., 2011）、この効果が心疾患のリスクの軽減に寄与してい
ると示唆されている。猫の飼育は心疾患の罹患リスクを3分の1に減少させることが明らか






French, 2005; Hennessy et al., 2009）。この社会的緩衝作用は絆や愛着により増強する。犬が人
のストレス状態に与える影響はいくつか報告されており、犬がいる状況でストレス負荷課
題を行うと、犬がいない時よりも血圧と心拍数が減少することが示されている（Allen et al., 
1991）。一方ストレス負荷のない状況で飼い猫と交流を行うと、血圧と心拍数が減少するこ
とが明らかとなっている（Dinis and Martins, 2016）。人にストレス負荷を与え猫と犬の交流
27 
 








第 2 節 方法 
対象者 












実験は木製フェンスを用いた 180cm×270cm の囲いの中で行った（Fig. 2）。1 面は






































 得られた心拍数の RR間隔（RRI）から心拍変動（HRV：heart rate variability）解析を行っ
た。HRV 解析は時間領域解析を行った。RRI の標準偏差であり自律神経全体の指標となる
SDNN と、RRIの差の 2乗の平均値の平方根であり副交感神経活性の指標となる RMSSD を











ル濃度は刺激 15 分後にピークとなることから（Crewther, 2008）、ストレス負荷刺激がピー
クとなる時間から 15分後、交流の 15分後に唾液を採取した。 
 
唾液中コルチゾール濃度測定 
尿中コルチゾールは 96 穴マイクロプレート（Corning Incorporated, USA）を使った Enzyme 
Immunoassay（EIA）法により測定し、1 サンプルにつき 2重測定を行った。 
プレートには第二抗体として用いた AffiniPure Goat Anti Rabbit IgG（H＋L）（111-005-0045, 
Jackson Immuno Research Laboratories Inc., USA）を 400倍希釈し、コーティング処理を施し
た。分析には標準溶液として hydrocortisoned（CODE No.:086-08241, 和光純薬工業株式会社, 
日本）を 0.1%ウシ血清アルブミン入りリン酸緩衝液（0.1%BSA 0.04MPBSpH 7.2）で 0.39～
400ng / mlの濃度に等倍希釈（計 11段階）し、標識ホルモンとして Cortisol-3-CMO-HRP（FKA 
403, コスモバイオ株式会社, 日本）を、第一抗体としてCortisol-3-CMO-BSA IgG （FKA 404-E, 
32 
 
コスモバイオ株式会社, 日本）を使用した。BSAは Sigma-Aldrich Corporation製（A7030, USA）
を用いた。分析では標準溶液およびサンプルは 15μlを、第一抗体は 0.1% BSA 0.04M PBS
で 8200 倍希釈し 100μlを、標識ホルモンは 0.1%BSA 0.04M PBSで 3000 倍希釈し 100μlを
使用し、各ウェルで混和した。その後、遮光し 4℃で 18 時間以上インキュベートした後、
プレートを 0.05% Tween 80 溶液で洗浄した。洗浄後、溶液 A（0.1% urea hydrogenperoxide, 
0.1M sodium dihydrogenphosphate, 0.05M  citricacid）と溶液 B（ 0.05% 3, 3’, 5, 5’- 
tetramethylbenzidine, 4%dimethyl sulfoxide, 0.05M citric acid）を 1:1の割合で混合した substrate 
buffer を各ウェルに 150μl入れ、室温で 20 分間インキュベートし、4N H2SO4溶液を 50μl加
え、反応を止めた後、吸光度（450nm）をマイクロプレートリーダー（Model 680: Bio-Rad 
Laboratories, CA, USA）を用いて測定した。また、アッセイ間誤差を算出するため、測定毎
に 0.1%BSA 0.04MPBSで 5 倍希釈した同一の尿サンプル測定を行った。 
 
心理尺度 
State-Trait Anxiety Inventory（STAI） 






Profile of Mood States 2（POMS2） 
 気分の評価として POMS2を用いた（Heuchert, 2012）。これは POMSの改訂版であり、怒
り－敵意（AT）、混乱－当惑（CB）、抑うつ－落ち込み（DD）、無気力－疲労（FI）、緊張－
不安（TA）、活気‐活力（VA）、友好（F）、総合的気分状態（Total Mood Disturvance: TMD）
の 8 項目を評価できる。TMD は AT、CB、DD、FI、TAの合計得点から VA得点を引いた得




ストレス負荷課題には暗算（mental arithmetic: MA）課題を採用し、4 桁の数字から 2桁の






分間の安静中に STAI と POMS2 に回答した。安静後に唾液を採取し（pre）、減算（MA 課




















RRIおよび HRVは安静 preの最後の 5分間の値を pre、MA課題中の 5分間をMA、交流
Fig. 3 実験の流れ 
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後 5 分間の値を post とした。RRI および HRV の課題間（猫との交流、犬との交流、 交流
なし）と時間（pre、MA、 post）の差を明らかにするため、two-way ANOVAを行った。Post 
hoc testには Bonferroni を用いた。唾液中コルチゾール濃度は課題間と時間による差を明ら
かにするため、two-way ANOVAを行い、Post hoc testには Bonferroniを用いた。心理尺度の
課題間と時間の差を明らかにするため、Kruskal-Wallisと Post hoc testとして Bonferroni補正
による Wilcoxon signed-rank testを行った。人が猫と犬をなでている時となでていない時の
RRI と HRV の差の比較には two-way ANOVA を行った。猫と犬が人になでられている時と
なでられていない時の RRIと HRVの比較には t testを行った。RRIおよび HRV（20 分間の
値）と行動との相関関係を評価するため、正規性のあるデータは Pearson correlation coefficient、
正規性がないまたは離散データは Spearman's rank correlation coefficient を用いた。統計解析
ソフトは R version 3.2.2（www.r-project.org/）を用いた。  
36 
 
第 3 節 結果 
RRIおよび HRV（Fig. 4） 
 RRIはMAが pre、Int、postと比べ有意に短かったが（MA: pre p < 0.05; MA: Int p < 0.01 MA: 
post p < 0.001）、課題間の差はなかった。SDNNおよび RMSSD もMAが pre、Int、postに比
べ有意に小さかった（SDNN: MA: pre p < 0.05; MA: Int p < 0.05; MA: post p < 0.05; RMSSD: 






















































































Fig. 5 課題別唾液中コルチゾール濃度 
38 
 
心理尺度（Fig. 6 ~ 8） 
心理尺度は変化量 MA-pre、post-MA、post-preそれぞれの交流の課題間を比較した。STAI
の状態不安と特性不安は有意差がなかった。POMS2 では活気 - 活力（VA）のみで有意差
があった。post-MAにおいて猫との交流と犬との交流は交流なしに比べ有意に高かった（Fig. 
11: 猫との交流: z =2.6, p < 0.01; 犬との交流: z = 2.4, p < 0.05）。猫との 1 日の平均交流時間と


































Fig. 7  POMS2 活気（変化量） *P < 0.05  ** P < 0.01 
Fig. 8  猫との 1日の平均交流時間と POMS2活気スコアの変化量（post-MA）との相関関係 
40 
 

































人になでられている時となでられていない時の猫と犬の RRIと心拍変動（Fig. 11 ~ 12） 
 猫の RRIは人になでられていない時よりもなでられている時の方が有意に長くなった（p 
< 0.05）。SDNNと RMSSD には有意差はなかった。一方犬では、なでられている時よりもな
でられていない時の方が RRIが長く（p < 0.05）、SDNNと RMSSDは大きくなった（p < 0.05）。 
 
 





















Fig. 11  人になでられている時となでられていない時の猫の RRIと心拍変動 





















Fig. 12  人になでられている時となでられていない時の犬の RRIと心拍変動 




人になでられている時間と猫の RMSSD に正の相関があった（rs = 0.51, p < 0.05）が、猫





Fig. 13  人になでられている時間と猫の HRVとの相関 
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第 4 節 考察 
ストレス負荷と交流による人への影響 
本実験では、MA 課題で RRI が短くなり SDNN と RMSSD は小さくなった。この結果か

















































































第 3章 猫をなでることによる人の情動中枢への影響 






社会的情動に関連のある脳部位として下前頭回（Inferior frontal gyrus: IFG）が挙げられる。
下前頭回は社会的情動の認知や、ある刺激を認知に関与し、下前頭回で処理された情報が




において初めて確認された（Rizzolatti et al., 1996）。その後の追加研究により、“鏡”のよう
な視覚刺激に特異的に活性する脳の部位は下前頭回と上頭頂葉の一部であることがわかり








多くの研究で示されており（Ramachandran and Oberman, 2006; Dapretto et al., 2006; Iacoboni 
and Dapretto, 2006; Rudie et al., 2011; McCormick et al., 2012）、この部位が情動的なコミュニケ
ーションをする上で重要な部位であると考えられている。これらのことから、猫による中
枢刺激の処理過程を調査する上でも、このような高次脳領域は重要である。 
機能的近赤外線分光法（functional near-infrared spectroscopy: fNIRS）は、比較的簡易な機
械で大脳皮質の血流変化を非侵襲的に計測することが可能である。頭部に近赤外光を当て、
酸素化ヘモグロビンと脱酸素化ヘモグロビンの吸光度の違いを利用して、大脳皮質の神経
活性に基づく血流変化を相対的に計測する方法である（Brazy et al, 1985; Shah et al., 2001）。
姿勢や動きの制限が少ないことから、情動を引き起こすような刺激の評価として様々な研








第 2 節 方法 
対象 


















functional near-infrared spectroscopy（Fig. 14） 






Polar RS800cx（POLAR, Finland）を胸部に装着し心拍測定を行った。心拍変動解析では 1













































 各ブロックが終了したときに、情動的な刺激の評価として良く用いられる Self-Assessment 






Fig. 16  実験の流れ 













Profile of Mood States 2  
2 章と同じものを使用した。 
 
NEO-Five Factor Inventory 
脳の活性は個々の性格と関連があることが報告されている（Wright et al., 2006; Kojima and 
Ueno, 2009; Cremers et al., 2010; Sato et al., 2012; Ormela et al., 2013）。そこで本実験でも性格




Fig. 18  Self-Assessment Manikin（SAM） 





今回用いた fNIRS では、酸素化ヘモグロビンと脱酸素化ヘモグロビンの 2 変数が測定可
能であるが、酸素化ヘモグロビンの方がより敏感に神経反応を反映するという報告が数多
くあるため（Hoshi et al., 2001; Strangman et al., 2002; Toronov et al., 2007）、本研究では酸素化
ヘモグロビンにのみ注目した。fNIRSのデータは先行研究（Kita et al., 2011）と同様に、対
象者の僅かな動きによって生じるアーティファクトを除去するために高速フーリエ変換を
行い、Hz が 0.05 以下の低域を通過させるフィルタをかけた。さらに、事前課題からの変化
を評価するために、課題の開始時の値を“0”に修正した。課題開始からの変化量である積分
値を算出し統計解析に用いた（Fig. 19）（Takizawa et al., 2014）。下前頭回を左右に分け Ch1
と 3 を右下前頭回、ch15 と 16 を左下前頭回として積分値を算出した。トポグラフィーの作







Fig. 19 積分値の例 





Three-way ANOVAを行った。Post hoc testは Bonferroniを行った。SAMスコアは Friedman test
で有意差が見られたため、Wilcoxon signed-rank test を行い Bonferroni補正により有意差を決
定した。左右の積分値となでた回数、NEO-FFIスコア、SAMスコア、心拍変動との相関関
係は Spearman's rank correlation coefficientと Pearson’s correlation coefficientを算出し評価した。 








触した課題で有意に高かった（Fig. 19 : df =1 , F = 4.42 , P < 0.05）。左下前頭回の活性化値に










































Table 13 SAM スコア 中央値（四分位偏差） 
ab: p < 0.001 
性別 項目 ぬいぐるみ 猫 ぬいぐるみ 猫 ぬいぐるみ 猫
女性 感情価 6.0 (0.6) a 7.0 (0.1) b 6.0 (1.0) a 7.5 (0.5) b 5.0 (0.6) a 8.0 (1.0) b
覚醒 3.5 (0.5) 3.5 (1.1) 4.0 (1.1) 4.0 (1.0) 4.0 (1.0) 3.0 (1.0)
支配性 5.0 (0.5) 4.0 (1.0) 5.0 (0.5) 4.0 (0.6) 4.0 (0.5) 4.0 (1.0)
男性 感情価 5.0 (0.0) 7.0 (1.3) 5.0 (0.0) 7.0 (0.5) 5.0 (0.3) 7.0 (0.5)
覚醒 4.0 (1.3) 2.0 (0.8) 3.0 (0.8) 3.0 (2.0) 5.0 (0.5) 4.0 (1.7)
支配性 5.0 (0.5) 3.5 (0.8) 5.0 (1.0) 4.0 (1.2) 4.0 (1.0) 4.5 (1.0)
手を置く 一定の速さでなでる 自由になでる
Fig. 21 男女別加算平均した活性価値のトポグラフィー 













各指標との相関関係（Fig. 23 ~ 27） 
女性において、なでた回数と左下前頭回の活性化値（rs = 0.30, p < 0.01）、なでた回数と感
情価（rs = 0.22, p < 0.05）にそれぞれ正の相関関係があった。また、左下前頭回の活性化値
は RMSSD と正の相関があった（r = 0.21, p < 0.05）。右下前頭回の活性化値は SDNN と負の
相関（r = -0.19, p < 0.05）、RMSSD と正の相関があった（r = 0.28, p < 0.01）。 
性格特性との関連では、女性において、猫を自由になでる課題で神経症傾向スコアと左
下前頭回の活性化値に正の相関があり（rs = 0.47, p < 0.05）、男性ではぬいぐるみを自由にな
でる課題で神経症傾向スコアと左下前頭回の活性化値に負の相関があった（rs = 0.70, p < 
0.05）。 
Fig. 22 女性がぬいぐるみと猫をなでた回数 






rs = 0.30（p < 0.01） 
rs = 0.23 
rs =- 0.22 
Fig. 24 男女別なでた回数と感情価の相関関係 
Fig. 23 男女別なでた回数と左下前頭回の活性価値との相関関係 
男性 女性 




























rs = 0.47（p < 0.05） 
rs = -0.16 
男性 女性 
Fig. 27 ぬいぐるみを自由になでた時の男女別神経症傾向スコアと左下前頭回活性化値との相関 
rs = 0.06 
rs = 0.70（p < 0.05） 
男性 女性 
Fig. 26 猫を自由になでた時の男女別神経症傾向スコアと左下前頭回活性化値との相関 
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時に活性し、この活性は男性よりも女性で高いことが示されている（Kring and Gordon, 1998; 







et al., 2001）ため、なでる回数が多いほど左下前頭回が活性することが考えられる。 
一方で、左下前頭回の活性化値が高いほどなでる回数が多くなることも考えられる。下



































クに左下前頭回が含まれており（Servaas et al., 2013）、神経症傾向スコアと猫を自由になで
たときの左下前頭回の活性の相関は、このネットワークに関与していると考えられる。う
つ症状を猫の飼い主と非飼い主を比較した研究では、猫の飼い主の方がスコアが低かった















































































あるオキシトシンは、身体的接触により分泌されること（Matthiesen et al., 2001; Grewen et al., 
2005; Morhenn et al., 2008）や人へのリラックス作用が示されている（Carter,2003; Miller et al., 
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